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※本リリースは2月9日に フランス リュエイユ・マルメゾンにて発表されたプレスリリースの抄訳です。

シュナイダーエレクトリック、ハイブリッドなITインフラ管理の課題解決のための新しいホワイトペーパーとトレードオフツールをリリース
· 新たなホワイトペーパー281では、レジリエントかつセキュアで持続可能なIT運用を維持する強固な基盤構築がCIOの成功に欠かせないことを分析
· トレードオフツールの分散型 IT 向けの DCIM 監視値計算ツールは、ホワイトペーパーの裏付けとして、ユーザーが「what-if」シナリオを実行して監視ソフトウェア実装の ROI/投資回収を定量化するのに役立つシンプルなフレームワークを提供
エネルギーマネジメントおよびオートメーションにおけるデジタルトランスフォーメーションのリーダーであるシュナイダーエレクトリックは、ホワイト ペーパー 281「最新の DCIM が分散型のハイブリッドな IT 環境で CIO 管理の課題に対処する方法（原題: How Modern DCIM Addresses CIO Management Challenges within Distributed, Hybrid IT Environments）」とそれをサポートするトレードオフ ツールをリリースしました。どちらもすぐに使用可能です。
新しいホワイト ペーパーでは、過去数年間で IT がビジネスの中心的な役割を担うようになったことを受け、データ センター インフラストラクチャ管理 (DCIM: Data Center Infrastructure Management) ソフトウェアと、急速に変化する最高情報責任者 (CIO: Chief Information Officer) の役割を詳しく分析しており、CIO の成功にとってレジリエントかつセキュアで持続可能なIT運用を維持する強固な基盤構築がいかに重要かを示しています。高度に分散されたハイブリッド なIT環境において、この達成はますます難しくなってきています。

今回のホワイトペーパーの著者である、シュナイダーエレクトリック エネルギーマネジメントリサーチセンターのシニアリサーチアナリストPatrick Donovanは次のように述べています。「ビジネス要件により、CIO は、IT キャパシティをコロケーション施設に配置するとともに、ローカルエッジにもITキャパシティを構築することによって、データ センターと IT アーキテクチャをハイブリッド化することを余儀なくされています。これは、場合によっては大規模に行われます。 CIO は常に、回復力のある安全な運用を管理・維持する任務を負っていますが、今までは一般的にコアデータセンターサイトに重点を置いてきました。 現在、回復力とセキュリティを必要とする分散サイトがさらに増えたことに加えて、IT 運用の持続可能性について報告することが求められています。 これは、CIOの責任の点において、真の大転換であると言えます。」

レジリエンス、セキュリティ、持続可能性の必要性
Donovan は この16 ページのホワイトペーパーで、企業の IT ポートフォリオの進化について説明し、その結果として生じる管理上の課題について考察しています。 彼は、最新の DCIM ソフトウェアがどのように進化し、分散が進む環境に合わせて最適化されているかを説明しています。 分散型 IT では、レジリエンスの向上、IT 運用の環境への影響の追跡・報告の必要性とともに、セキュリティが最大の懸念事項になります。

新たなカリキュレーターでさまざまな DCIM シナリオを「トレードオフ」する価値を提供
新しいシュナイダー エレクトリックのトレードオフ ツールである分散型 IT 向けの DCIM 監視値計算ツールは、今回のホワイトペーパーの内容を下支えするもので、監視ソフトウェアの ROI/投資回収を確認する「what-if」シナリオを実行するための、ユーザーが選択可能な入力と調整可能な仮定を提供します。 ダウンタイム、人員配置、セキュリティや環境インシデント、キャッシュフローなどの要因を考慮することができます。

このトレードオフツールの作成者であり、シュナイダー エレクトリックのエネルギーマネジメントリサーチセンターのシニアリサーチアナリストのWendy Torell は、次のように述べています。 「我々はこのツールをユーザーにとって使いやすいように設計し、お客様の特定の環境や成熟度に簡単に適応できるようにしています。」

シュナイダーエレクトリックのエネルギーマネジメントリサーチセンターについて
Donovan、Torell、および その他のエネルギーマネジメントリサーチセンターのメンバーは、シュナイダー エレクトリックと同社の顧客が、ビジネス上および技術上の意思決定を事実と調査に裏打ちされた情報に基づいて行うために役立つ様々な調査を実施しています。 研究の多くは、一般に無料で公開されています。

参考資料:
· Schneider Electric DCIM web page
· The DCIM 3.0 trend explained in 500 words
· EcoStruxure IT and DCIM 3.0 in 60 seconds
· EcoStruxure IT: Enabling Resilient, Secure and Sustainable IT Infrastructure


Schneider Electricについて
[bookmark: _Hlk92363025]シュナイダーエレクトリックは、あらゆる人がエネルギーや資源を最大限活用することを可能にし、世界の進歩と持続可能性を同時に実現することを目指しています。私たちはこれを「Life Is On」と表現しています。
私たちの使命は、持続可能性と効率性を実現するためのデジタルパートナーになることです。
世界をリードするプロセス技術やエネルギー技術と、エンドポイントとクラウドをつなぐ製品、制御機器、ソフトウェアやサービスとを、ライフサイクル全体を通して統合し、その統合された管理を住宅、ビル、データセンター、インフラストラクチャ、各種産業に展開することでデジタルトランスフォーメーションを推進します。
私たちは、最もローカルなグローバル企業です。社会にとって意義深い目的を持ち、多様な意見を取り入れ自ら行動するという価値観を持って、オープンスタンダードとパートナーシップエコシステムの拡大に尽力します。
www.se.com/jp

　 Discover Life Is On

Discover the newest perspectives shaping sustainability, electricity 4.0, and next generation automation on Schneider Electric Insights
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報道関係からのお問合せ先
シュナイダーエレクトリック　広報担当：松田 依子（まつだ よりこ）TEL：070-2324-6673　Email：PR-Japan@se.com
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